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コミュニケーションの方法が良いか

伝わるコミュニケーションのための
３つの要素

コミュニケーションの関係が良いか

コミュニケーションの内容が良いか

地球温暖化については、毎日、情報があふれてい
ます。私たちはそのために何をしなければならない
かをよく知っています。でも、実際に行動に移してい
る人はどれくらいいるでしょうか。地球温暖化は深
刻です。知っているだけではダメです。ささやかなこ
とでも、何かを始めなければなりません、と訴えか
けます。
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環境教育から環境行動へ
「知る」から「する」へ

（段階としては）

第１段階「学び」から「意識変革」へ
第２段階「意識変革」から「行動」へ

上記 から に必要な要素を
整理してみましょう
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これは深刻だ
かなりヤバイぞ
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なんだ！
こうすれば
良く
なるんだ
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第２段階「意識変革」から「行動」まで
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僕にでも
出来そうだ

お金がなく
ても参加
出来そうだ

僕も行動
しないと
恥ずかしい
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